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子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の  

幼児教育の在り方について（中教審答申）  

平成17年1月28日   



第1章 子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性  

○ 幼児教育→・生涯にわたる人間形成の基礎を育む役割  
・学校教育のはじまりとして「生きる力」の基礎を育成する役割  

○ 幼児教育とは→小学校就学前の幼児に対する家庭・地域社会・幼稚園等施設において行われる教育の総称  

＜幼児教育の   

意義・役割＞  

将来にわたる子どもの健やかな成長への危機感  家庭・地域社会暮幼稚園等施設の三者の対応が不十分  

の方向  

1家庭■地域社会・幼稚園等施設の三者による総合的な幼児教育の推進  

2 幼児の生活の連続性及び発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実   
対応の必要  



＜具体的施策＞  第2章 幼児教育の充実のための具体的方策  
（1）幼児教育の機会の拡大  

（2）幼児教育振興プログラムの着実な推進と   

検証等  

（3）次世代育成支援対策推進法に基づく  

行動計画への位置付け  

＜七つの重点施策＞  ＜二つの方向性＞  
＜三つの課題＞  
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①すべての幼児に対する  

幼児教育の機会の提供  

（1）小学校教育との連携・接続の弓壷化・改善  

・教育内容における接続の改善  

・人事交流等の推進，奨励   
■「幼小連携推進校」の奨励，  

幼小一貫教育の検討  

（2）3歳未満の幼児の幼稚園への接続の扱い  

②発達や学びの連続性を  

踏まえた幼児教育の充実  
1幼稚園等施設の  

教育機能  

の強化・拡大  
③幼稚園教員の   

資質及び専門性の向上  
（1）幼稚園教員の養成・採用・研修等の改善  

（2）上級免許状の取得促進，所有者の配置拡  

（1）子育て支援の在り方  

・幼稚園等施設における子育て支援の推進  

・地域社会との双方向ネットワークの構築  

（2）幼稚園における預かり保育の明確化  

④幼稚園等施設による   

家庭や地域社会の  

教育力の再生・向上  ‾】】ー一‾ 
㌻∵「二】  

2 家庭や地域社会   

の教育力の  （1）生涯学習振興施策等の推進  

（2）企業における働き方の見直し等  
⑤生涯学習振興施策や  

再生・向  働き方の見直し等による  

家庭や地域社会の  

教育力の再生・向上  

（1）幼稚園等施設における地域の人材等の活用 （2）幼児教育にかかわる地域の人材等の育成  

⑥地域の人材等の  

積極的活用  （1）自己評価・外部評価と情報提供等の推進  

（2）幼児教育を支援する拠点機能   

（センター機能）の整備  

（3）幼児の状況等に関する国及び地方を通じた   
実証的な調査研究の推進  

（4）幼児教育を推進しやすい行政体制作り   

3 幼児教育を支える  基盤等の強化  

⑦幼稚園等施設を地域社会で   

支える基盤等の充実・強化  



参考資料2－2  

改正前後の教育基本法の主な比較  

（※下線部・枠囲いは主な変更箇所）  

改正後の教育基本法  

（平成18年法律第120号）   
改正前の教育基本法  

（昭和22年法律第25号）  

前文 （略）  前文 （略）  

第一章 教育の目的及び理念   

（教育の目的）  

第一条 教育は、人格の完成を目   

指し、平和で民主的な国家及び   

社会の形成者として必要な資質   

を備えた心身ともに健康な国民   

の育成を期して行われなければ   

ならない。   

第一条（教育の目的） 教育は、   

人格の完成をめざし、平和的な   

国家及び社会の形成者として、   

真理と正義を愛し、個人の価値   

をたっとび、勤労と責任を重ん   

じ、自主的精神に充ちた心身と   

もに健康な国民の育成を期して   

行われなければならない。  

（教育の目標）  

第二条 教育は、その目的を実現   

するため、学問の自由を尊重し   

つつ、次に掲げる目標を達成す   

るよう行われるものとする。   
一  幅広い知識と教養を身に付  

け、真理を求める態度を養い、  
豊かな情操と道徳心を培うと  

ともに、健やかな身体を養う  

こと。   

二 個人の価値を尊重して、そ  

の能力を伸ばし、創造性を培  

い、自主及び自律の精神を養  

うとともに、職業及び生活と  

の関連を重視し、勤労を重ん  

ずる態度を養うこと。  

第二条（教育の方針） 教育の目   

的は、あらゆる機会に、あらゆ   
る場所において実現されなけれ   

ばならない。この目的を達成す   

るためには、学問の自由を尊重   

し、実際生活に即し、自発的精   
神を養い、自他の敬愛と協力に   

よって、文化の創造と発展に貢   

献するように努めなければなら   

ない。  

－1－   



正義と責任、男女の平等、  

自他の敬愛と協力を重んずる   

とともに、公共の精神に基づ   

き、主体的に社会の形成に参   

画し、その発展に寄与する態   

度を養うこと。  

四 生命を尊び、自然を大切に   
し、環境の保全に寄与する態   

度を養うこと。  

五 伝統と文化を尊重し、それ   
らをはぐくんできた我が国と   

郷土を愛するとともに、他国   

を尊重し、国際社会の平和と   

発展に寄与する態度を養うこ   

と。  

第二章 教育の実施に関する基本   

（学校教育）  

第六条 法律に定める学校は、公   
の性質を有するものであって、   

国、地方公共団体及び法律に定   

める法人のみが、これを設置す   

ることができる。  

第六条（学校教育） 法律に定め   

る学校は、公の性質をもつもの   

であって、国又は地方公共団体   

の外、法律に定める法人のみが、   

これを設置することができる。  

（新設）  2 前項の学校においては、教育   

の目標が達成されるよう、教育   

を受ける者の心身の発達に応じ   

て、体系的な教育が組織的に行   

われなければならない。この場   

合において、教育を受ける者が、   

学校生括を営む上で必要な規律   

を重んずるとともに、自ら進ん   

で学習に取り組む意欲を高める   

ことを重視して行われなければ   

ならない。  

2 法律に定める学校の教員は、   

全体の奉仕者であって、自己の   
使命を自覚し、その職責の遂行  

「（教員）第九条」として独立  

－ 2 －   



に努めなければならない。この  

ためには、教員の身分は、尊重  
され、その待遇の適正が、期せ  

られなければならない。   

（幼児期の教育）  

第十一条 幼児期の教育は、生涯   
にわたる人格形成の基礎を培う   

重要なものであることにかんが   

み、国及び地方公共団体は、幼   

児の健やかな成長に資する良好   

な環境の整備その他適当な方法   
によって、その振興に努めなけ   

ればならない。   

（新設）  

（学校、家庭及び地域住民等の   

相互の連携協力）  

第十三条 学校、家庭及び地域住   

民その他の関係者は、教育にお   

けるそれぞれの役割と責任を自   

覚するとともに、相互の連携及   

び協力に努めるものとする。   

（新設）  

－ 3 －   
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